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国際文化シンポジウム 

『死者のカルシッコ─フィンランドの樹木と人の人類学─』著書とのブックトーク 

 

 

東北大学大学院国際文化研究科 

齋藤志帆 

 

 

2026年2月7日（土）の14時30分から16時30分まで、東北大学川内キャンパス北マルチメディア教育研

究棟6階大ホールにて、東北大学国際文化研究会主催、日本国際文化学会共催で「国際文化シンポジ

ウム『死者のカルシッコ─フィンランドの樹木と人の人類学─』著者とのブックトーク」を開催しました。 

講師として、『死者のカルシッコ─フィンランドの樹木と人の人類学─』（北海道大学出版会、2023年）

の著者で日本国際文化学会会員である北海道大学文学研究院の田中佑実氏をお招きし、近畿大学法

学部の高橋梓准教授にコメンテーターを務めていただきました。運営は東北大学大学院国際文化研究

科博士後期課程の小山あゆみ、王霄漢、齋藤志帆が行いました。 

 

1. シンポジウムの主旨 

「国際文化シンポジウム『死者のカルシッコ─フィンランドの樹

木と人の人類学─』著者とのブックトーク」は、北海道大学文学研

究院の田中佑実氏を登壇者としてお招きし、2023年に刊行され

た書籍『死者のカルシッコ フィンランドの樹木と人の人類学』をも

とに、ご講演いただきました。フィンランドの風習である「死者のカ

ルシッコ」との出会いや、フィールドワークを通してコミュニティー

の中に迎え入れられ、他者から学ぶと同時に他者に影響を与え

ていくことの意味、そしてカルシッコを通してめぐり逢った人々に

ついてお話をしていただきました。その後、参加者全体での討論

を通して「文化の継承、生と死、人と自然のつながり」について検

討しました。 

本シンポジウムでは、生きる人びとにとって、死者とつながる風

習はどのような意味を持つのか、樹木と人との関係やその関係性

のとらえ方の違いはどのようにして生じてくるのか、など、さまざま
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な問いや学びを浮かび上がらせる本書を、著書自身に直接問い、参加者全体で議論する機会を設けま

した。参加者それぞれの抱える問題意識を討論を通して全体で共有し、議論することで理解を深めること

ができました。本シンポジウムが、参加者各自の今後の知見の拡大や研究にさらなる発展の手がかりをも

たらすものになることを期待します。 

また、本研究会（通称、稲穂会）は2016年に開設し、来年度で10周年を迎えます。今年度は2か月に1

回の頻度で読書会を開催し、平野健一郎『国際文化論』（東京大学出版会、2000年）を通読、議論を重

ねてきました。本講演は『国際文化論』内で紹介された「文化触変」の一例として興味深いものであり、文

化の接触と受容、さらにはその後の展開を、田中氏の研究を通してたどることができると考え、企画したも

のです。稲穂会での1年間の学びの集大成として、本シンポジウムは意義深いものになったと考えます。 

 

2. 講演の内容 

講演では、田中氏がまず、フィンランドと森の関

係について話されました。ご自身で撮影された風

景、湖や運搬されていく木材、鮮やかな色のキノ

コやベリーなど、美しい写真をまじえて、フィンラン

ドの人びとにとって、森や木々がいかに身近な存

在かを解説されました。自然への畏敬の念や生命

の息吹がスライドを通して伝わり、会場がやわらか

くも厳粛な雰囲気に包まれました。滞在先でありフ

ィールドワーク先でもあるユーカのイーリス氏とティ

モ氏のもとでの経験や出来事について触れられる

たび、田中氏が、外からやって来た人である一方

で、その地に住む人々の輪の中に入り、その輪の

一部となっていく様子が感じ取れました。さまざま

な境界を越えられた田中氏が現地の人びとから伝えられた、あるいは、ご自身で感じ取った一部を、遠く

の地に住む私たちが知ることができることは、文化人類学の社会的意義だと感じました。 

次に田中氏は「死者のカルシッコ」の風習についてどのようなものが現存しているのかについて、その

分布や、文献からの証言、そして歴史を紹介されました。祖先崇拝など土着の信仰と、伝播してきたキリ

スト教ルーテル教会の教えとの折り合い、あるいは組み合わさりとしてのカルシッコの成立という考察は、

『国際文化論』の「文化触変の結果の形態」の中の「融合統合」の事例としても、大変興味深いものではな

いか、と考えました。 

また「死者のカルシッコ」は死者が自分の死に

気付くための目印で、生と死の境界線を意味す

るものでもあり、死者を墓場に帰らせるものから、

生活空間に身近であり、かつ死者を思い出すも

のへ風習が変化していったことが田中氏から示

されました。死者と人、自然と人との関係が描か

れるカルシッコをとりまく個々の記憶は多様なエ

ラマ/生を浮かび上がらせます。林業は、フィンラ

ンド産業の要であり、人々が生きていくために物

質的・肉体的に生業として必要とされるものです。

一方でフィンランド国民と樹木との関係や、過去

の記憶や今は亡き家族・祖先とのつながりを日

常的に持ち続け、精神的に必要とされる個人と

コリ国立公園からピエリネン湖を望む 

カルシッコの樹木（直接印を刻んだ部分） 



樹木との関係という、樹木（自然）と人間の多面的なかかわりが、田中氏

のフィールドワークを辿った講演から見えました。 

田中氏が共有してくださった写真は、寒そうな気候のフィンランド、ユ

ーカの風景を映したものであっても、見る者にあたたかな気持ちを呼び

起こすものでありました。それは、田中氏がイーリス氏とティモ氏をはじ

めとする人びとに、研究者以上の存在として共にあったことが、写真を

通して強く感じ取れるからであると思います。研究者とはどのような存在

であるべきか、フィールドワークとはどのように行うことが望ましいか、と

いうことを強く考えさせられた講演でした。 

   

3. コメント、討論および質疑応答 

本講演後コメンテーターとして、近畿大学法学部の高橋梓准教授が

司会を務められ、議論の要点を整理しました。議論の要点は3点あり、(1)「風習にみる生と死」、(2)「後世

への継承」、(3)「研究者の立場」を「3つのテーマ」として会場全体に向けて提示しました。 

 (1)「風習にみる生と死」について、高橋准教授は星野道夫『森と氷河と鯨 ワタリガラスの伝説を求め

て』（1996）を引きながら、『死者のカルシッコ フィンランドの樹木と人の人類学』との関連性について、特

に死者を生活の中に組み込むことについての類似点について述べられました。また、『国際文化論』内で

示された石田英一郎による文化のシステム性、「文化の構造」を簡略化した図を提示し、高橋准教授は

「『自然』はどこに置かれるべきか？」と提起されました。同時に国際文化学の理論を大きく拡張する可能

性について示唆されました。 

(2)の「後世への継承」では、「『後世』のミクロ

/マクロ」として、ミクロでは「フィンランドの次世

代」、マクロでは「我々人類全体の未来」と位置

づけ、今回はマクロ「我々人類全体の未来」に

焦点を当て、「『死者のカルシッコ』のアニミズム

は資本主義社会のオルタナティヴとなり得る

か？」と提起されました。ジェイソン・ヒッケル『資

本主義の次に来る世界』（東洋経済新報社、20

23年）を例に挙げ、アニミズムとカルシッコの風

習の親和性や、脱資本主義への手がかりが、

『死者のカルシッコ』の中にあるのではないかと

検討のヒントを与えてくださりました。 

(3)「研究者の立場」では、日本からフィンラン

ド、北海道からユーカ、個人から家族、というように、

横断的に移動し、境界を越えていく田中氏が両文化

圏の架橋であり、また二つの文化のあいだに立つ仲介者であると述べられました。田中氏がイーリス氏と

ティモ氏、そして彼らのカルシッコに与えた変化を考える際、そこで過去に起こってきた変化だけでなく、

「研究者自身の移動によってもたらす変化」について考える必要があることを、あらためて気付かされまし

た。 

「3つのテーマ」の提起のほかに、の高橋准教授からの問いとして「日本の樹木をどう見るのか？」という

質問がなされた。田中氏は日本の木、特に「御神木」は傷をつけるということは避けられるが、フィンランド

のカルシッコは木に傷をつけて印をつけることの対比を挙げられていたことが印象に残りました。 

 

高橋梓准教授よりコメントの様子 

平野健一郎、2000、『国際文化論』

東京大学出版会、12頁より 



会場からも、さまざまな質問やコメントが出されました。京都大学

大学院文学研究科所属の岡本幹生氏はご自身のご研究に関連

して、古代ローマでは後世に遺すものとして石に刻む場合が多い

こと、石に刻むことと、カルシッコのように樹木に刻むことの違いが

興味深いというコメントがなされました。枯れにくい針葉樹に刻ま

れることの多いカルシッコは、石ほど長くはない時間、永遠ではな

いがその印が残ることを望んで刻まれることを、田中氏は講演の

中でも墓石とカルシッコの木との違いの中で話されていました。こ

のコメントは刻まれた対象物から人びとの残したいと思う時間の幅

に着目し、そこから刻むこと・残すことの目的やそこに関わった人

びとの死生観、その文化ごとの価値観が見えて来ることを示唆し

ていると思いました。 

また、今回初めて本シンポジウムに参加された一名の方は、死

者と生者との境界線を引く目的を持っていた死者のカルシッコ

が、スラヴ人が行っていた、死者の心臓に杭を打ち込む行為を連

想させると述べられました。この指摘によって、文化の伝播の観点から、近隣地域の文化圏ごとの死者に

対する伝承や儀式を比較してみると、興味深いことがわかってくるのではないかとも考えました。 

東北大学名誉教授で、以前日本国際文化学会会長を務められた小林文生教授は、田中氏のフィー

ルドワークの姿勢について高く評価され、今後の田中氏の研究に大きな期待を寄せられました。 

その他、参加者からコメントや質問が多く出され、所定時間の限りまで途切れることなく、非常に活発な

議論がなされました。 

 

4. シンポジウムを終えて 

 2024年2月26日に月野楓子准教授をお迎えし、開催された「公開講演 『「よりどころ」の形成史』─著者

による講演会─」から2年を経て、田中佑実助教をお迎えし、本シンポジウムを開催することが出来ました。

多くの方々のご参加とご協力を得て、当日は活発で有意義な議論と交流が行われ、多くの学びを得る機

会となりました。登壇してくださった田中佑実先生、高橋梓先生、ならびにご来場の皆様、サポートをして

くださった日本国際文化学会の皆様に心より御礼申し上げます。本成果をそれぞれ、今後の研究活動

へと活かしてまいります。 

読むたびに心に安らぎを与えられ、研究者として勇気をもらい、そして遠く、まだ知らない土地へ行っ

てみたくなる『死者のカルシッコ フィンランドの樹木と人の人類学』について、著者である田中先生から

直接、ブックトークという形でご講演いただき、また対話の機会を与えてくださったことを、深く感謝申し上

げます。 

カルシッコの樹木（ボード部分） 

田中佑実氏と運営メンバー一同 講演を行われている田中佑実氏 
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